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厚
労
省
と
し
て
は
初
め
て
。
在
職
10
年
未
満
で
退
職
す
る
キ

ャ
リ
ア
官
僚
は
後
を
絶
た
ず
、
２
０
１
８
〜
20
年
度
で
１
０

０
人
を
超
え
る
。「
一
時
は
年
収
の
良
い
外
資
系
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
転
職
す
る
の
が
ブ
ー
ム
」（
転
職
し
た
元
キ
ャ
リ
ア

官
僚
）だ
っ
た
と
い
う
。

　
国
会
対
応
等
で
深
夜
業
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
厚
労
省
内

で
も
同
様
で
、
退
職
者
数
は
次
第
に
増
え
て
い
た
。
そ
の
矢

先
、
20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
て
業
務
が
膨
大
に
増
え
、
退
職
者
数
も
同
様
の
傾
向
↘
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を
辿
っ
た
。
現
在
で
も
一
般
職
を
含
め
相
当
数
の
官
僚
が
退

職
し
て
い
る
と
い
う
。
外
資
系
コ
ン
サ
ル
に
転
職
す
る
厚
労

官
僚
も
居
る
が
、
医
療
系
等
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
医

師
免
許
と
い
っ
た
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す
人
な
ど
多
岐
に

亘
る
印
象
だ
。

　
大
手
紙
記
者
は「
厚
労
省
の
若
手
や
中
堅
の
職
員
と
飲
み

に
行
く
と
必
ず
と
言
っ
て
良
い
程
転
職
の
話
に
な
る
。
元
々

入
省
時
は
志
高
か
っ
た
も
の
の
、
幹
部
職
員
の
根
回
し
文
化

等
の
現
実
を
見
て
嫌
気
が
差
し
て
来
る
人
も
多
い
。
昨
今
↖

　
厚
生
労
働
省
で
初
め
て
中
途
採
用
し
た
総
合
職（
キ
ャ
リ

ア
）が
今
年
４
月
か
ら
各
部
署
で
働
き
始
め
て
い
る
。
中
途

採
用
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、「
強
制
労
働
省
」と
も
揶
揄
さ
れ

る
程
の
激
務
で
、
若
手
や
中
堅
職
員
の
離
職
が
相
次
い
で
い

る
か
ら
だ
。
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
む
厚
労
省
は
、
今
後

も
同
様
の
採
用
を
続
け
る
見
通
し
だ
。

　
厚
労
省
は
昨
年
11
月
、
政
策
立
案
等
で
中
心
的
な
役
割
を

担
う
課
長
補
佐
級
を
５
人
程
度
、
募
集
す
る
と
発
表
し
た
。

大
学
や
大
学
院
を
卒
業
も
し
く
は
修
了
し
、
昨
年
４
月
時
点

で
７
年
以
上
の
職
務
経
験
を
持
つ
人
を
対
象
と
し
た
。
書
類

選
考
と
厚
労
省
で
解
決
す
べ
き
政
策
課
題
と
そ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
等
を
挙
げ
る
論
文
試
験
、
面
接
を
実
施
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
数
百
人
の
応
募
者
か
ら
30
〜
40
代
の
９
人

が
採
用
さ
れ
た
。
募
集
人
員
は
当
初
の「
５
人
程
度
」を
大
幅

に
上
回
り
、
今
年
４
月
か
ら
各
部
局
の
課
長
補
佐
等
と
し
て

業
務
に
就
い
て
い
る
。
厚
労
省
関
係
者
は「
論
文
を
見
て
も

問
題
意
識
が
高
く
、
と
て
も
優
秀
な
方
ば
か
り
だ
っ
た
」と

明
か
す
。

　
９
人
の
詳
細
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
方
自
治
体
や

民
間
医
療
機
関
の
出
身
者
ら
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

課
長
補
佐
は
入
省
８
〜
10
年
目
で
就
き
、
８
〜
10
年
近
く
を

過
ご
す
。
政
策
立
案

の
要
と
し
て
働
く
重

要
な
ポ
ス
ト
だ
。

　
同
じ
様
な
取
り
組

み
は
既
に
財
務
省
や

経
済
産
業
省
等
で
実

施
さ
れ
て
い
た
が
、

厚
労
省
初
め
て
の
中
途
採
用
　
そ
の
背
景
は

第
74
回  

の
転
職
ブ
ー
ム
も
退
職
者
の
増
加
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
退
職
者
の
補
充
や
省
外
で
職
務
経
験
を
積

ん
だ
人
材
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
趣
旨
で
、
厚
労
省
は
課
長

補
佐
級
の
中
途
採
用
を
始
め
た
。
特
に
大
島
一
博
・
事
務
次

官（
１
９
８
７
年
、旧
厚
生
省
入
省
）が
積
極
的
だ
っ
た
と
さ

れ
る
。
一
般
職
で
は
数
年
前
か
ら
中
途
採
用
を
実
施
し
て
お

り
、50
代
を
受
け
入
れ
た「
実
績
」も
有
る
。
こ
う
し
た
事
情

も
影
響
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　
只
、
退
職
者
が
相
次
い
で
い
る
理
由
を
解
消
し
な
け
れ
ば
、

持
続
的
に
働
け
る
環
境
と
は
言
え
ず
、
中
途
採
用
の
実
施
は

弥
縫
策
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
或
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に

転
職
し
た
元
厚
労
官
僚
が「
子
育
て
等
働
く
環
境
と
い
う
点

を
考
え
れ
ば
辞
め
て
清
々
し
た
。
厚
労
省
に
も
う
一
度
戻
ろ

う
と
い
う
気
は
無
い
」と
き
っ
ぱ
り
言
う
等
、
問
題
の
根
は

深
い
。

　
今
回
の
様
な
取
り
組
み
等
で
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
、

硬
直
化
し
た
組
織
か
ら
の
脱
皮
が
求
め
ら
れ
る
。「
強
制
労

働
省
」は
過
去
の
遺
物
と
し
、
新
た
な
風
を
取
り
入
れ
る
事

で
働
き
易
い
職
場
へ
と
変
化
を
遂
げ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。
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